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■我 I々ま畑何に微生物と付き含‐うべきか■■
既存の概念を揺るがす細菌研究の最先端を、_世界的研究者が議る:

■                 ■ 1■ ||‐ |         ■ ■‐■ ■|

EIH+ : aol erF 1 I tr I 3 n (2fi)

|■|1会場 :山陽新聞事業社 さ ん 太 ホ ー Jレ

島基換嘉li二 iよ理躙 2藻
2-1-1(鵬新聞社本社自め
1寺 30男〉 ‐  |     |‐ |・

||‐|1松下 治 (岡山大学大学院医歯薬学総合研究科教授〉
講演 1部■14時 30分～14時 45分  ■    ‐
|‐■    「バスツール研究所及び日本バスツァル財団について」‐
    渡辺昌俊 .(日本バ
講演12部 :141時4■1分～1
「ケンム編集最術あi

守専●蹴 卿譜翻紺轟轟  ::群
源Ⅲ 15時20分～16時45分    クリスパー
「マイクロバイオータからCRiSPRへ」
～腸内細菌と私たちの健康長寿との関係～

講師:バスカル・コサール
(パスツール研究所特別クラス教授/細菌細胞相互作用研究ユニット長)

閉会挨拶 :16時 45分～ 16時 50分
渡辺昌俊 (日本バスツール財団代表理事)

日英逐次通訳有 /定員 :200名 /参カロ費 :無料 (ただし事前申込要)
主催 :ASEAN‐」APANゲノム医療研究推進会議及び一般財団法人日本バスツール財団
後援 :在日フランス大使館科学技術部、バスツール研究所、岡山県、岡山市
(公社)岡山県医師会、岡山県商工会議
岡山経済同友会、岡山県中小企業団体
的山陽新聞社、岡山大学、就実大学、

参カロ申し込み =(ACPC)TEL 086-271日
microbiota20 1 9 1 1@gmai:.com(右 上のQRコードから申し込み)

(日琳Jヾスツ…‐ル財日1)TEL03-6228-5361 FAX03-6228-5365又は
http://zaidan.pasteur.jp/apply.event.php
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